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あ
る
秋
の
こ
と
で
す
。

　

飼
い
猫
の
一
頭
が
、
散
歩
か

ら
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

　

少
し
た
つ
と
、

「
ギ
ニ
ャ
ー
！
」

と
鳴
き
、
左
前
足
の
先
端
か
ら

少
し
出
血
し
始
め
た
の
で
す
。

　

他
の
野
良
猫
と
け
ん
か
を
し

た
傷
に
し
て
は
、
は
っ
き
り
し

た
跡
が
な
い
…
は
て
？

　

そ
う
思
っ
て
い
る
う
ち
に
、

出
血
量
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

幼
少
の
頃
か
ら
猫
を
飼
っ
て

い
る
旦
那
も
、
初
め
て
見
る
症

状
だ
と
言
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
動
物
病
院
に
連
れ

て
行
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

い
つ
も
な
ら
、「
動
物
病
院
」

と
聞
く
だ
け
で
、
そ
そ
く
さ
と

外
に
逃
げ
る
ハ
チ
ワ
レ
猫
。

　

と
こ
ろ
が
、
今
回
は
自
分
か

ら
キ
ャ
リ
ー
ケ
ー
ス
に
入
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

　

獣
医
さ
ん
も
、
初
め
は

「
交
通
事
故
か
な
？
」

と
思
っ
た
よ
う
で
す
。
し
か
し
、

家
の
前
は
、
車
の
通
り
が
少
な

い
こ
と
を
伝
え
た
ら
、

「
マ
ム
シ
に
か
ま
れ
た
ね
？
」

と
診
断
し
て
、
抗
生
物
質
の
注

射
を
し
て
済
み
ま
し
た
。

　

そ
の
晩
、
ハ
チ
ワ
レ
猫
は
静

か
に
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

す
る
と
、
も
う
一
頭
の
黒
猫

が
、
そ
の
そ
ば
で
見
守
っ
て
い

る
の
で
す
。

　

お
か
げ
で
、
今
は
元
気
で
す
。

　

動
物
も
人
間
も
、
草
む
ら
で

は
特
に
マ
ム
シ
に
気
を
つ
け
て

お
過
ご
し
下
さ
い
。

　

雨
が
止
ん
だ
あ
と
の
稲
刈
り

が
、
九
月
二
十
五
日（
土
）に

な
っ
た
。

　

飯
田
下
伊
那
地
区
の
人
た
ち

限
定
だ
っ
た
が
、
多
く
の
人
手

が
揃
っ
て
、
あ
り
が
た
い
。

　

た
と
え
、
ぬ
か
る
ん
だ
田
ん

ぼ
で
あ
っ
て
も
、
泥
だ
ら
け
に

な
り
な
が
ら
の
稲
刈
り
。

　

強
靭
な
精
神
力
も
、
求
め
ら

れ
る
農
作
業
。
こ
れ
も
人
数
が

集
ま
っ
て
、
さ
ら
に
発
揮
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
。

　

子
供
か
ら
大
人
ま
で
一
斉
に

は
ざ
か
け
ま
で
で
き
る
と
、
達

成
感
に
感
慨
ひ
と
し
お
と
な

る
。

　

す
ぐ
に
作
業
に
と
り
か

か
れ
る
の
も
、
よ
こ
ね
田

ん
ぼ
に
関
わ
る
人
た
ち
の

お
か
げ
で
あ
る
。

　

き
れ
い
に
草
を
刈
ら
れ

て
あ
る
土
手
。
い
た
る
所

に
感
じ
ら
れ
る
細
や
か
な

気
遣
い
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、

あ
ら
ゆ
る
人
た
ち
が
手
伝

え
る
の
で
は
な
い
か
。

　

そ
う
思
う
と
、
涙
が
出

る
。

　

今
年
は
、
市
長
さ
ん
も

稲
刈
り
に
皆
さ
ん
で
参
加

さ
れ
た
。

　

天
候
が
思
う
よ
う
に
な

ら
な
い
こ
と
も
あ
っ
た

が
、
す
ば
ら
し
い
お
米
に

な
っ
た
。

　

大
好
き
な
故
郷
・
千
代
の
魅

力
を
内
外
に
向
け
て
発
信
、
豊

か
な
関
係
を
築
く
「
千
代
ふ
る

さ
と
大
使
」
こ
の
秋
三
期
目
を

拝
命
し
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
報

告
の
機
会
を
頂
き
ま
し
て
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

●
千
代
保
育
園
「
親
と
子
の

ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

千
代
小
「
子
供
の
頃
に
夢
中

に
な
っ
た
遊
び
は
夢
を
叶
え

る
」、
竜
東
中
「
生
き
る
力

を
育
て
て
く
れ
た
故
郷
」
の

講
演
。

●
千
代
婚
活
実
行
委
員
会
の
サ

ポ
ー
ト
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
自
分
磨
き
の
勉
強

会

　

東
京
・
五
十
嵐
美
幸
シ
ェ
フ

の「
美み

虎ゆ

」、千
代
の
食
材（
よ

こ
ね
米
・
松
茸
・
豚
肉
・
ネ
ギ
・

胡
麻
な
ど
）
メ
ニ
ュ
ー
で
婚

活
イ
ベ
ン
ト
開
催
。
ま
た
飯

田
・
創
作
料
理
「
灯あ

か
り」

で
は
、

男
女
二
十
名
参
加
の
婚
活
イ

ベ
ン
ト
開
催
。こ
れ
ま
で
に
、

二
組
ご
成
婚
。

●
子
供
達
が
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ

ン
ト
に
触
れ
、
一
緒
に
参
加

す
る
こ
と
を
目
的
に
し
た

「
千
代
野
外
音
楽
祭
」
の
司

会
、
主
旨
に
賛
同
頂
い
た
錦

野
旦
さ
ん
、
伊
藤
咲
子
さ
ん

の
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ

●
長
野
県
事
業
「
ま
ち
む
ら

寄
り
添
い
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
」
と
し
て
、
東
京

↔

千
代
の
オ
ン
ラ
イ
ンZoom

「
千
代
魅
力
発
信
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
」
開
催

●
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
、
里
山

べ
ー
す
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
と
の
コ
ラ
ボ
で
、
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
「
千
代
チ
ャ
ン
ネ

ル
」
生
配
信

　

世
界
的
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
で
、
社
会
構
造
や

仕
事
環
境
が
変
化
し
、
一
年
以

上
も
帰
郷
で
き
な
い
間
、
た
っ

ぷ
り
時
間
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、「
本
当
に
大
事
に
し
た
い

こ
と
は
何
か
」「
今
、
で
き
る

こ
と
は
ど
ん
な
こ
と
か
」、
ふ

る
さ
と
千
代
へ
の
思
い
が
さ
ら

に
強
く
な
り
ま
し
た
。そ
し
て
、

「
住
み
続
け
た
い
・
持
続
可
能

な
千
代
作
り
」
を
考
え
、
ま
た

子
供
達
の
ふ
る
さ
と
愛
を
育
み

「
千
代
に
住
み
た
い
・
帰
っ
て

き
た
い
」
と
思
え
る
よ
う
に
、

こ
れ
か
ら
も
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ

ド
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

米
川
区
で
は
、
去
る
十
月
九

日（
土
）の
廣
旗
八
幡
社
秋
季
祭

典
の
宵
祭
り
に
、
奉
納
花
火
を

打
ち
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
煙

火
は
本
来
八
月
十
四
日（
土
）

の
「
米
川
夏
の
祭
典
」
で
打
ち

上
げ
る
予
定
で
し
た
が
、
コ
ロ

ナ
禍
の
た
め
中
止
と
な
っ
た
た

め
、
代
わ
り
に
実
施
し
た
も
の

で
す
。

　

当
日
は
、
夏
の
祭
典
の
煙
火

費
用
に
加
え
、
地
区
民
よ
り

募
っ
た
寄
付
金
に
て
、
午
後
七

時
か
ら
約
三
十
分
間
に
わ
た

り
、
打
上
煙
火
や
ス
タ
ー
マ
イ

ン
が
秋
の
夜
空
を
盛
大
に
彩
り

ま
し
た
。

　

真
夏
の
夜
と
は
一
味
違
い
、

秋
の
煙
火
も
な
か
な
か
素
晴
ら

し
い
も
の
で
す
。

順位 エントリー
No. 出展者 作品名 獲得

票数
１

（金賞） ５ すずめの
学校 七つの子 191

２
（銀賞） 17 松枝

ファミリー ミニオンとスケボー 65

３
（銅賞） ４ 米峰公民館 コロナにバイバイ

キ～～～ン！ 57

（１人につき、お気に入りの作品を１または２品選んでいただきました。）

よこね田んぼ 案山子コンテストよこね田んぼ 案山子コンテスト

第22回

総投票者数 404名 総　票　数 731票

１
位　
す
ず
め
の
学
校

２
位　
松
枝
フ
ァ
ミ
リ
ー

３
位　
米
峰
公
民
館

持
続
可
能
な
千
代
を
目
指
し
て
！

千
代
ふ
る
さ
と
大
使
　関 

口  

郷 

子

廣
旗
八
幡
社
奉
納
花
火

よこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈りよこね田んぼ稲刈り
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司
様
に
安
全
祈
願
祭
の
神
事
を

執
り
行
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
オ

ノ
入
れ
の
儀
、
玉
串
奉
奠
等
を

実
施
の
後
、
御
神
木
を
男
木
・

女
木
の
順
番
で
伐
採
し
ま
し

た
。建
立
職
の
皆
様
を
は
じ
め
、

木
遣
・
ラ
ッ
パ
の
皆
様
、
関
係

者
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
無

事
安
置
場
所
に
到
着
し
、
参
加

者
一
同
で
御
神
木
の
皮
剥
き
を

行
い
、
目
処
を
開
け
冠
落
し
の

後
、
無
事
安
置
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　

今
回
、
曳
子
人
員
の
減
少
や

コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
に
あ
た
り

安
置
場
所

に
つ
き
ま

し
て
は
従

来
の
親
水

公
園
か
ら

鯉
の
沢
口
に
変
更
致
し
ま
し

た
。
来
年
の
御
柱
祭
に
向
け
千

代
地
区
の
皆
様
に
は
絶
大
な
る

ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

令
和
四
年
四
月
十
日
（
日
）

に
御
柱
式
年
祭
を
挙
行
致
し
ま

す
が
、
そ
れ
に
先
立
ち
十
一
月

七
日（
日
）に
御
神
木
の
男
木
・

女
木
を
伐
採
す
る
元
木
祭
を
実

施
し
ま
し

た
。
前
日

深
夜
か
ら

の
雨
が
心

配
さ
れ
ま

し
た
が
、
当
日
は
好
天
に
恵
ま

れ
、
関
口
千
代
ま
ち
づ
く
り
委

員
会
会
長
、
清
水
飯
田
市
市
議

会
議
員
は
じ
め
関
係
者
の
皆
様

に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
大
平
宮

○
十
二
月
五
日（
日
）

　

ち
よ
っ
子
ク
ラ
ブ
フ
ァ
ミ

リ
ー
デ
イ（
事
前
申
込
）

○
一
月
三
日（
月
）

　

書
き
初
め
教
室

○
一
月
九
日（
日
）

　

令
和
三
年
度
成
人
式

○
二
月
六
日（
日
）

　
「
第
八
回
囲
碁
ボ
ー
ル
大
会
」

※
予
定
は
十
一
月
十
五
日
時
点

の
内
容
で
す
。
変
更
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
か
な
し
み

　

川
手　

範
子　

四
十
六
才

　
　
　
　

重
光　

子（
米
川
）　

　

松
井
の
ぶ
子　

八
十
九
才

　
　
　
　

茂
光　

母（
大
郡
）　

　

熊
谷　

利
勝　

九
十
二
才

　
　
　
　

祐
司　

父（
法
全
寺
）

野
池
親
水
公
園  

尺
八
講
習
会

千
代
峠　交流

会

天
龍
峡
マ
ル
シ
ェ

千代保育園千代保育園

10月2日（土）開催

　

野
池
第
三
親
水
公
園
で
十
月

十
日（
日
）に
ポ
ッ
プ
ス
尺
八
奏

者
の
昌
平
師
匠
を
講
師
に
迎

え
、尺
八
講
習
会
が
開
か
れ
た
。

　

整
備
さ
れ
た
第
三
公
園
に
は

多
く
の
人
が
集
ま
り
、
尺
八
の

持
ち
方
や
息
の
吹
き
方
な
ど
を

教
わ
っ
た
。
こ
の
日
の
講
習
会

に
合
わ
せ
て
製
作
さ
れ
た
水
道

管
尺
八（
六
十
本
）の
配
布
が

あ
っ
た
。

　

な
か
な
か
音
が
出
ず
苦
労
し

た
が
、
何
と
か
音
だ
け
は
出
る

よ
う
に
な
っ
た
。
ア
ド
バ
イ
ス

の
中
で
は
強
く
吹
か
な
い
よ
う

に
し
て
、
息
の
吹
く
向
き
を
変

え
て
あ
き
ら
め
ず
に
吹
い
て
み

　

今
年
度
は

運
動
会
を

「
ち
よ
リ
ン

ピ
ッ
ク
」
と

名
前
を
変
え

て
行
い
ま
し

た
。
未
満
児

さ
ん
や
家
族

の
方
々
も
大

勢
参
加
し
て

く
だ
さ
り
、

盛
大
に
行
う

事
が
で
き
ま

し
た
。
年
長

さ
ん
の
聖
火

リ
レ
ー
、
保
護
者
会
役
員
に
よ

る
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
等
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
な
ら
で
は
の
雰

囲
気
で
ス
タ
ー
ト
。
子
ど
も
達

が
考
え
て
準
備
を
し
た
「
チ
ャ

レ
ン
ジ
タ
イ
ム
」
で
は
、
自
分

　

絶
好
の
天
気
に
恵
ま
れ
て
、

十
一
月
三
日（
水
）に
「
千
代
峠

交
流
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
南
信
濃
地
区
の
当
番
な

の
で
八
時
に
千
代
公
民
館
を
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
に
て
出
発
、
九
時

に
木
沢
の「
梨
元
て
い
し
ゃ
ば
」

に
到
着
、
木
沢
地
区
の
人
た
ち

の
出
迎
え
を
受
け
開
会
式
。
終

了
後
、
旧
遠
山
森
林
鉄
道
軌
道

敷
跡
を
散
策
、
所
々
で
説
明
を

し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
林
業
遺

　

十
月
二
十
四
日（
日
）
午
前

十
時
か
ら
、
天
龍
峡
マ
ル
シ
ェ

が
開
催
さ
れ
た
。

　

晴
天
に
恵
ま
れ
、
コ
ロ
ナ
陽

性
者
の
発
表
も
減
少
し
て
い
る

中
、
コ
ロ
ナ
対
策
に
配
慮
し
た

会
場
に
は
、
家
族
連
れ
を
始
め

大
勢
の
人
の
姿
が
見
ら
れ
た
。

　

天
竜
峡
駅
周
辺
の
フ
ー
ド
エ

リ
ア
に
は
、
地
元
の
食
材
と
並

ん
で
浜
松
の
ギ
ョ
ー
ザ
等
の
香

り
が
漂
っ
て
い
た
。

　

天
龍
峡
公
園
に
は
ク
ラ
フ
ト

る
こ
と
が
大
切
だ
と
教
わ
っ
た
。

　

こ
の
千
代
を
「
尺
八
の
里
」

に
す
べ
く
大
い
に
盛
り
上
が
る

事
が
で
き
た
。

　

第
二
親
水
公
園
で
は
水
洗
ト

イ
レ
が
完
成
し
た
。
こ
の
事
業

（
尺
八
講
習
会
）は
地
区
観
光
資

源
の
魅
力
増
進
事
業
の
中
で
ソ

フ
ト
面
の
充
実
を
図
る
こ
と
で

企
画
し
、
県
の
地
域
発
元
気
づ

く
り
支
援
金
を
活
用
し
て
行
わ

れ
た
。

産
で
あ
る
三
本
の
手
掘
り
の
隧

道
を
通
り
「
沈
下
橋
」
の
見
学

を
し
た
あ
と
「
梨
元
て
い
し
ゃ

ば
」
に
戻
り
復
活
し
た
森
林
鉄

道
に
試
乗
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
そ
の
あ
と
旧
木
沢
小
学
校

で
懇
親
会
、
有
名
な
「
ね
こ
校

長
」
の
参
加
も
あ
り
全
員
の
お

も
し
ろ
い
自
己
紹
介
も
あ
り
、

と
て
も
楽
し
い
時
を
過
ご
す
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

エ
リ
ア
が
設
け
ら
れ
、
木
工
・

陶
芸
・
ア
ク
セ
サ
リ
ー
等
が
売

ら
れ
て
い
た
。

　

里
山
べ
ー
す
の
テ
ン
ト
で
は
、

よ
こ
ね
の
新
米
・
酒
・
ス
ウ
ェ

デ
ィ
ッ
シ
ュ
ト
ー
チ
・
柿
・
野

菜
の
販
売
が
好
評
で
あ
っ
た
。

の
地
区
の
歴
史
も
知
る
事
が
で

き
、
き
れ
い
な
紅
葉
も
見
る
事

が
出
来
て
有
意
義
な
一
日
で
し

た
。

の
挑
戦
し
た
い
事
や
得
意
な
事

を
選
択
し
て
取
り
組
み
ま
し

た
。
お
気
に
入
り
の
ダ
ン
ス
を

異
年
齢
の
お
友
達
と
踊
っ
た

「
ダ
ン
ス
タ
イ
ム
」、
定
番
の
玉

入
れ
や
綱
引
き
を
お
家
の
人
と

楽
し
ん
だ
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
タ
イ

ム
」
等
、
子
ど
も
達
の
笑
顔
が

は
じ
け
ま
し
た
。
最
後
は
、
年

長
さ
ん
と
和
太
鼓
ト
カ
ラ
さ
ん

の
夢
の
競
演
「
千
代
豊
稔
ば
や

し
」。
お
揃
い
の
法
被
を
着
て
、

堂
々
と
し
た
演
奏
が
秋
晴
れ
の

山
村
広
場
に
響
き
ま
し
た
。
保

育
も
行
事
も
、
子
ど
も
の
主
体

性
や
自
己
決
定
す
る
力
を
育
て

る
事
が
大
事
と
言
わ
れ
て
い
る

中
、
子
ど
も
達
の
「
や
り
た
い

気
持
ち
」
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ

た
「
ち
よ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
に
な

り
ま
し
た
。

野
池
神
社
御
柱 

元
木
祭

氏
子
総
代
長　

林　

秀
伸

衆議院総選挙
　

第
四
十
九
回
衆
議

院
議
員
総
選
挙
が
十

月
三
十
一
日（
日
）に

投
票
、
即
日
開
票
さ

れ
た
。

　

今
回
も
飯
田
市
の

投
票
率
と
新
聞
に
公

開
さ
れ
た
県
の
投
票

率
の
デ
ー
タ
を
基
に

考
察
し
て
い
き
た
い
。

（
飯
田
市
の
デ
ー
タ
は
飯
田
市
よ

り
提
供
さ
れ
た
も
の
で
他
は
長

野
県
選
挙
管
理
委
員
会
よ
り
発

表
さ
れ
た
デ
ー
タ
に
な
り
ま
す
。）

　

長
野
県
全
体
の
投
票
率
は
、

五
九
・
七
六
％
、
飯
田
市
全
体

で
六
二
・
四
八
％
と
な
り
県
の

投
票
率
を
上
回
っ
て
い
る
が
小

選
挙
区
別
で
比
較
し
て
み
る
と

飯
田
市
が
含
ま
れ
て
い
る
五
区

全
体
で
は
六
四
・
五
三
％
と
下

回
っ
て
い
る
。
五
区
で
は
、
高

森
町
が
六
二
・
四
〇
％
と
一
番

投
票
率
が
低
く
、
平
谷
村
が

八
一
・
八
五
％
と
高
い
。

　

こ
こ
で
飯
田
市
内
別
の
デ
ー

タ
を
み
る
と
千
代
地
区
は
合
計

で
七
一
・
九
八
％
と
上
村
地
区

（
七
五
・
〇
七
％
）に
次
ぐ
投
票

率
と
な
っ
て
い
る
。
男
女
別
で

み
る
と
男
性
が
七
三
・
八
二
％
、

女
性
が
七
〇
・
二
八
％
で
男
性

が
上
村
地
区
に
次
ぎ
、
女
性
が

上
村
・
下
久
堅
に
次
ぐ
投
票
率

と
な
っ
て
い
る
。

　

年
代
別
で
み
る
と
十
代
、

二
十
代
、
九
十
代
以
上
が
低
い

デ
ー
タ
と
な
っ
て
い
る
。
千
代
地

区
が
他
区
と
比
較
す
る
と
十
代

と
九
十
代
以
上
が
下
回
っ
て
い
る

デ
ー
タ
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
か
ら
今
回
の

選
挙
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
立

候
補
者
が
上
伊
那
出
身
、
も
し

く
は
上
伊
那
に
拠
点
が
あ
る
た

め
に
関
心
が
少
な
く
、
特
に
十

代
、
二
十
代
が
低
く
、
八
十
代

以
上
に
な
って
く
る
と
体
力
的
に

投
票
に
行
き
に
く
く
な
っ
て
い
る

の
が
読
み
と
れ
る
。

　

若
い
世
代
の
投
票
率
を
上
昇

さ
せ
、
八
十
代
以
上
の
意
思
表

示
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
環
境
づ
く
り
が
課
題
で
あ
る
。

飯田市年代別投票率
年代 男 女 合計
10代 39.64％ 40.26％ 39.96％
20代 36.87％ 44.14％ 40.39％
30代 50.55％ 55.10％ 52.76％
40代 59.53％ 63.40％ 61.42％
50代 69.53％ 70.50％ 70.01％
60代 76.68％ 76.22％ 76.44％
70代 78.41％ 75.92％ 77.09％
80代 67.95％ 55.04％ 60.27％
90代以上 38.07％ 20.15％ 24.80％
合計 63.20％ 61.82％ 62.48％

千代地区年代別投票率
年代 男 女 合計
10代 26.67％ 38.46％ 32.14％
20代 52.24％ 58.33％ 54.37％
30代 59.09％ 75.00％ 66.67％
40代 71.21％ 80.30％ 75.76％
50代 85.54％ 76.83％ 81.21％
60代 88.64％ 90.98％ 89.76％
70代 83.87％ 81.06％ 82.42％
80代 70.59％ 63.08％ 66.05％
90代以上 42.11％ 17.39％ 22.73％
合計 73.82％ 70.28％ 71.98％

飯田市地区別投票率
地区 男 女 合計
橋  北 65.16％ 62.34％ 63.61％
橋  南 65.89％ 62.70％ 64.17％
羽  場 62.18％ 62.34％ 62.26％
丸  山 65.18％ 61.86％ 63.45％
東  野 64.77％ 64.88％ 64.83％
座光寺 65.49％ 64.83％ 65.16％
松  尾 59.22％ 58.20％ 58.68％
下久堅 69.29％ 72.70％ 71.06％
上久堅 67.04％ 67.68％ 67.37％
千  代 73.82％ 70.28％ 71.98％
龍  江 72.55％ 66.48％ 69.28％
竜  丘 63.17％ 64.64％ 63.92％
川  路 65.94％ 63.28％ 64.53％
三  穂 70.34％ 67.06％ 68.64％
山  本 63.25％ 61.74％ 62.48％
伊賀良 59.33％ 56.96％ 58.10％
鼎 61.03％ 58.97％ 59.95％
上  郷 63.45％ 62.89％ 63.16％
上  村 78.11％ 71.26％ 75.07％
南信濃 71.93％ 69.90％ 70.86％
合計 63.20％ 61.82％ 62.48％
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